[bookmark: _9t00x11g1ygy]作業キャンセル確認書

依頼者　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、清掃・ビルメンテナンス事業者　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が乙に依頼した清掃、設備管理、保守点検その他これらに付随する作業（以下「本作業」という。）のキャンセルについて、次のとおり確認する。

[bookmark: _245b4m13l6jz]第1条（目的）
本確認書は、甲から乙に対して依頼済みの本作業を中止又は取り消す場合において、対象となる作業、キャンセルの内容、キャンセル料、既に発生した費用その他必要な事項を明確にし、甲乙間の認識の相違及びトラブルを防止することを目的とする。

[bookmark: _q1shq4kb4ghz]第2条（対象作業）
本確認書の対象となる本作業は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	作業場所
	

	建物・施設名
	

	作業内容
	□ 日常清掃　□ 定期清掃　□ 特別清掃　□ 設備点検　□ 保守作業　□ その他（　　　　　　）

	当初作業予定日
	年　　　月　　　日

	作業予定時間
	時　　　分 ～ 　　　　時　　　分

	契約・注文番号
	

	その他
	


[bookmark: _74v2l4oa56mx]第3条（キャンセルの確認）
1. 甲は、前条に定める本作業について、乙に対しキャンセルを申し出、乙はこれを確認した。
2. キャンセルの対象は、次のとおりとする。
□ 本作業の全部をキャンセルする
□ 本作業の一部をキャンセルする
□ 作業日を変更するため、当初予定の作業をキャンセルする
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3. 一部キャンセルの場合における対象作業は、次のとおりとする。
対象作業：　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _pgzzbkbq9kht]第4条（キャンセルの申出）
キャンセルの申出に関する事項は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	キャンセル申出日
	年　　　月　　　日

	申出方法
	□ 電話　□ メール　□ 書面　□ その他（　　　　　　）

	キャンセル理由
	

	受付担当者
	



[bookmark: _nuk31ex14j75]第5条（キャンセル料）
1. 本作業について、甲乙間で事前にキャンセル料に関する合意がある場合、甲は当該合意に従いキャンセル料を負担する。
2. キャンセル料の取扱いは、次のとおりとする。
□ キャンセル料なし
□ キャンセル料あり
□ 別途締結した契約書、利用規約又は見積条件に従う
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3. キャンセル料が発生する場合の金額及び支払条件は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	キャンセル料
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他費用
	金　　　　　　　　　円（税込）

	合計金額
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払期限
	年　　　月　　　日

	支払方法
	□ 銀行振込　□ 現金　□ その他（　　　　　　）



[bookmark: _hhf58teewpaf]第6条（既に発生した費用）
1. キャンセルの申出以前に、乙が本作業の実施に必要な資材、薬剤、消耗品、機材、車両、人員その他の手配を既に行っている場合、甲乙は、その費用の取扱いについて協議するものとする。
2. 特注品、受注後に調達した資材、外部業者への発注その他キャンセルによって乙に実費負担が生じるものについては、甲乙間の契約内容、見積条件その他事前の合意に基づき、その費用を甲が負担することがある。
3. 前項に基づき甲が負担する費用がある場合、乙は可能な範囲でその内容及び金額を甲に説明するものとする。

[bookmark: _vzk2ir2u0cas]第7条（作業着手後のキャンセル）
1. 乙が既に作業場所へ到着し、又は本作業に着手した後に甲の都合によりキャンセルする場合、甲は、既に実施された作業に相当する費用及び合理的に発生した費用を負担するものとする。
2. 作業着手後のキャンセルにより、本作業の途中で作業を終了する場合、乙は、安全上又は施設管理上必要な範囲で、作業箇所の整理、使用機材の撤去その他必要な措置を行うことができる。
3. 作業途中で終了したことにより、清掃、洗浄、ワックス施工、設備点検その他の作業が未完成となる場合、乙はその旨を甲に説明するものとする。

[bookmark: _yl6x6yhy4clw]第8条（当日キャンセル）
作業予定日当日に甲の都合により本作業をキャンセルする場合、乙が既に人員、車両、機材、資材等を手配していることを考慮し、甲は、事前に合意したキャンセル規定又は個別の契約条件に従い、キャンセル料その他必要な費用を負担するものとする。

[bookmark: _ozzi5uy0hn15]第9条（入館不能等による作業中止）
1. 作業予定日時に、甲又は施設管理者の事情により乙が建物又は作業区域へ入ることができない場合、鍵の受渡しが行われない場合、警備解除が行われない場合その他甲側の事情により本作業を開始できない場合は、甲によるキャンセルとして取り扱うことができる。
2. 前項の場合におけるキャンセル料、出張費、人件費その他の費用については、甲乙間で事前に合意した条件に従うものとする。

[bookmark: _fwdvouwxg3u7]第10条（乙の都合によるキャンセル）
1. 乙の責めに帰すべき事由により本作業を実施できない場合、乙は、速やかに甲へ連絡し、代替日程その他の対応について甲と協議するものとする。
2. 前項の場合、乙は、乙の責めに帰すべきキャンセルについて、甲にキャンセル料を請求しない。
3. 乙が既に甲から本作業に係る料金の全部又は一部を受領している場合、実施していない作業に相当する金額について、甲乙間で精算するものとする。

[bookmark: _hjqyzvdfj6fd]第11条（不可抗力等による中止）
1. 地震、台風、大雨、大雪、洪水、火災、停電、交通機関の停止、感染症の流行、行政機関による要請、施設の閉鎖その他甲乙いずれの責めにも帰することのできない事由により本作業を実施できない場合、甲乙は作業日の変更又はキャンセルについて協議する。
2. 前項の場合におけるキャンセル料及び既に発生した費用の取扱いについては、発生した事情、費用の内容及び甲乙間の従前の合意を踏まえ、協議のうえ決定するものとする。

[bookmark: _vfus192zpaw3]第12条（定期契約の場合）
1. 日常清掃、定期清掃、設備管理その他継続的に実施する契約のうち、特定の作業日のみをキャンセルする場合、本確認書によるキャンセルは、別段の合意がない限り、基本契約その他継続契約そのものを終了させるものではない。
2. 継続契約自体の解約又は終了を希望する場合は、当該契約に定める解約手続その他の条件に従うものとする。

[bookmark: _t1ehsebcxv3]第13条（再依頼）
1. キャンセル後、甲が改めて同一又は類似の作業を乙に依頼する場合、新たな作業依頼として取り扱うものとする。
2. 再依頼時の作業日時、料金、人員、作業内容その他の条件については、甲乙協議のうえ改めて定めるものとし、当初の条件が当然に適用されるものではない。

[bookmark: _gxqq5a7vex6o]第14条（キャンセル後の確認事項）
甲乙は、本作業のキャンセルについて、次の事項を確認する。
□ 対象となる作業内容を確認した
□ キャンセル日及び申出方法を確認した
□ キャンセル料の有無を確認した
□ 既に発生している費用の有無を確認した
□ 資材・薬剤・機材等の手配状況を確認した
□ 作業着手済みの場合は実施済み作業の範囲を確認した
□ 支払又は返金がある場合はその金額及び期限を確認した
□ 定期契約の場合、本確認書によるキャンセルが継続契約全体の解約を意味するものではないことを確認した

[bookmark: _t9jwytljvyrn]第15条（精算）
本作業のキャンセルに伴い、甲乙間に未払金、返金、キャンセル料、実費その他の精算すべき金銭がある場合、甲乙は本確認書その他の合意内容に従い、所定の期限までに精算するものとする。

[bookmark: _tctbz1b2wwh]第16条（他の契約との関係）
本確認書に定めのない事項については、甲乙間で締結された清掃業務委託契約書、ビルメンテナンス契約書、注文書、見積書、利用規約その他本作業に関する合意内容に従うものとする。

[bookmark: _py8f3l80s3jb]第17条（協議事項）
本確認書に定めのない事項又は本確認書の内容について疑義が生じた場合は、甲乙誠意をもって協議し、解決するものとする。

以上の内容について甲乙双方が確認し、本確認書を作成する。








　　　　年　　　月　　　日

甲（依頼者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（清掃・ビルメンテナンス事業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　

